
市民や多職種を対象にガイド
ブックを用いて啓発

池田市における意思決定支援の取り組み

地域包括ケアシステムにおける意思決定支援

池田市地域支援事業推進員/認知症地域支援推進員として、
住み慣れた地域で最期までその人らしく暮らせるまちづくりに

取り組んでいます.今回は、池田市における取組を紹介します.

老人看護専門看護師 稲野聖子

地域包括ケアシステムとは、住み慣れた地域で最期まで、本人が望む暮らしが実現するように体制構築をすることで
す．当院は、H25年よりエンド・オブ・ライフ・ケアに取り組んできており、その延長線上で「在宅医療・介護連携事業」「認
知症施策事業」の委託を受けて、「意思決定支援」を軸に活動を展開しています．

将来を見据えて早期から話し合うことにより、本人の意思が最期
まで尊重されやすくなり、家族の心の負担を軽減する意味ももつ
(平原、2013）

【地域包括ケアシステムの植木鉢の図]

１．アドバンス・ケア・プランニングの推進

専門・認定看護師からのニュースレター No.6 2018年12月 市立池田病院 看護部

2016年に改訂され、「本人の選択」がより
強調されるようになりました．

話し合っている国民はまだ少ない．死をタブー視する日本
文化が影響しているのか．

話し合うきっかけづくりのために、池田市版 「ともに医療を話し合うためのガイドブック」を作成し、普及啓発



認知症の人の意思が尊重され、住み慣れた地域でその人らしく暮らすために.

２．認知症の人と家族への支援

認知症初期集中支援チーム
地域で暮らす認知症の人と家族に対し、早期から多職種で介入し、適切な医療と介護につなげることを目的としています．池田市には、４つ
の地域包括支援センターにチームの窓口があり、市立池田病院と連携して対応しています.

認知症初期集中支援チーム検討会
池田市にある多機関の専門職で、現状と課題を共有し、認知症施策を検討．構成員は、市民、警察、医師会、歯科医師会、薬剤師
会、包括支援センター、行政、病院、等

【意思決定支援ガイドブック]

認知症の人であっても、自己決定が基本です．「認知症だから何もわからない」のではなく、本人が理解で
きるようにコミュニケーションに工夫して説明を行いましょう．また、同意能力を評価し、本人の意思を確認した
ことを記録に残す必要があります．決断を迫られる家族の精神的苦痛に配慮し、その人への理解を深めな
がら、医療・ケアチームがともに考え続けることが大切です．

たとえば、「診断がついていないが認知症がありそう」「薬が飲めていない」「介護サービスにつながっていない」「家族支援が必要」「BPSD
の症状が重度」などのケースを発見したら、地域包括支援センターに連絡してください．

せん妄リスクのある患
者が入院する場合に
外来で配布

【早期発見の市民啓発] 【意思決定支援能力を低下させないために]

困ったときは、精神科リエゾンチーム、認知症ケアチーム、ＥＣＣにご相談ください．


